
希学園 第 328 回 公開テスト 小５ 理科 2019 年９月８日実施  模範解答（制限時間 25 分） 

１⑵①②⑷①各順不同完答 ⑶漢字指定 ⑸⑹各ひらがな４字指定 

⑴ ウ ⑵ ① エ，オ ② ウ，カ ⑶ 中 秋 の 名 月 

 

⑷ ① ア，エ ② イ ③ エ ⑸ ぎ ん な ん 

 

⑹ ま つ か さ 

 

２ 

⑴ ① ア ② ア ③ ウ ④ イ ⑵ イ ⑶ ア ⑷ イ 

 

⑸ ① イ ② イ 

 

３⑴②24 時制指定 

⑴ ① 12 時間 42 分 ② 11 時 39 分 ⑵ ウ ⑶ ① ア ② ウ 

 

⑷ ① か ② う ③ う ④ う ⑤ え 

 

４⑷完答 

⑴ 2.5 ｍ ⑵ 10 ㎝ ⑶ ３ ｍ ⑷ ① ３ (ｍ) ② ２ (ｍ) 

 

⑸ 30 ㎝ ⑹ 20 ㎝ ⑺ 60 ㎝ ⑻ 40 ㎝ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[配点]  １～３ ：各３点×２８ ＝８４点  

 ４ ：各２点× ８ ＝１６点 (合計) １００点 



 

希学園 第 328 回 公開テスト 小５ 理科 2019 年９月８日実施  解説 

２ 

 (3) 状態変化しても重さは変わらない。 

(4) 氷から水になると体積が小さくなる。 

(5)② 白いけむりは、ドライアイスのまわりにある空気中の水蒸気が冷やされて水や氷のつぶになったものである。 

３ 

 南中時刻から月の形が分かる。昼の長さから季節が分かる。 

(1)① 18 時－５時 18分＝12 時間 42 分  ② (５時 18 分＋18時０分)÷２＝11時 39 分 

(2) 22 日の昼の長さが約 12 時間で、日が経つにつれて昼の長さが短くなっていくので９月。 

(3)① 南中時刻が 12 時ごろ→新月  ② 新月から約７日後→上弦の月 

(4)① ８日から 15 日は７日後。月いから反時計回りに 90度進む。 

  ② ８日から 29 日は 21 日後。月いから反時計回りに 270 度進む。 

  ③ ８日が上弦の月であることから考える。 

  ④ 北極の反対側が南になる。      ⑤ 南から時計回りに 45度進んだところが南西。 

  

４ 

(1) 実験２より、高さが 40 ㎝のとき、まさつ面を２ｍ進む。…※１ 

         ↓×0.5        ↓×0.5 

      高さが 20㎝のとき、まさつ面を１ｍ進む。 

         ↓×2.5        ↓×2.5 

      高さが 50㎝のとき、まさつ面を 2.5ｍ進む。 

 (2) 実験２より、高さが 20 ㎝のとき、まさつ面を 100 ㎝進む。 

            ↓×0.5        ↓×0.5 

         高さが 10 ㎝のとき、まさつ面を 50 ㎝進む。…※２ 

 (3) 実験２より、高さが 40 ㎝のとき、まさつ面を２ｍ進む。５ｍ－２ｍ＝３ｍ 

 (5) 実験４より、まさつ面１ｍ進むと、高さが 60 ㎝－40 ㎝＝20 ㎝低い位置まであがるようになる。 

         (まさつ面１ｍ進むと高さ 20 ㎝分のエネルギーが失われる。) 

   50 ㎝－20 ㎝＝30㎝ 

 (6) 20 ㎝－20 ㎝＝０㎝ 

 (7) まさつ面を２ｍ進むと高さが 40 ㎝低くなる(※１)。 

   100 ㎝－40 ㎝＝60 ㎝ 

 (8) まさつ面を 50 ㎝進むと高さが 10㎝低くなる(※２)。 

   40 ㎝－10 ㎝＝30㎝ 

 


